
第７号                                    令和６年１２月１３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱発表会を振り返って   音楽科  金子 咲峰 先生 

「称歌」～Show ka♪～ 

 このスローガンには、「自分やクラスの成長を実感し、互いを称え合える合唱にしたい」「さらに成長して全

校で上のステージに行きたい（昇華）」「聴衆の心を動かす（他者意識）、最高のステージを魅せたい（Show）」 

という意味が込められています。スローガンが決定するまで、全校生徒からのアンケートを元に、実行委員

が、合唱発表会の理想のゴールの姿について、何度も話し合いました。「三大行事の集大成として、今までの

経験を生かして演奏したい。そして、自分や仲間の成長を語り合えるようになりたい。」という思いをスター

トに動き出しました。その思いは、プレゼンや学活を通して、全校生徒にじわじわと広がっていったように感

じます。 

 合唱発表会に向けた練習を振り返ってみると、どのクラスにも、本気でより良い合唱を目指す生徒の姿が

ありました。音楽の授業が終わると必ず質問しに来る生徒、録音した自分たちの演奏を聴いて、「このままで

はだめだ」とリーダーが自然と集まって話し合う様子など、それぞれの立場で、一人ひとりが本気になってよ

り良い合唱を創り上げようと声を上げている様子が見られました。 

 そして迎えた本番の演奏は、どのクラスも「感動！」の一言でした。緊張感のある中での一回きりの演奏で

すので、小さな失敗やトラブルはあったと思います。しかし、それをステージにいる自分たちだけで乗り越

え、最後まで歌いきることができたのが素晴らしいことです。 

合唱発表会を通して学んだ経験を生かし、これからの学校生活をさらにより良いものにしていってほしい

と思います。最高のステージとたくさんの感動を、ありがとうございました！ 

３年 1 組 課題曲「時を越えて」 

       自由曲「ほらね、」 

３年２組 課題曲「時を越えて」 

   自由曲「ヒカリ」 
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合唱発表会をご覧いただいた保護者の皆様から感想をいただきました。ご協力いただきありがとうござい

ました。一部を抜粋してご紹介します。 

 

声の大きさ、ハーモニー、指揮者の表現力、伴奏者の完成度、実行委員のスピーチ、さすが３年生という

出来栄えでした。 

皆で歌いあげようという気持ちがとても伝わって来ました。 

変声期の合唱は難しいことなんですね。それを感じさせないほど、男子の声は力強く、パワーを感じま

した。 

完成度が高いと感じました。選曲も思春期のこの時期にあった曲で、盛り上がりも素晴らしかったで

す。ピアノ演奏もとてもよかったです。 

最高学年らしさを感じる完成度でした。一生懸命な歌声に発表会にかける気持ちが良く分かりました。指

揮が素晴らしかったです。 

クラスで団結してハーモニーを響かせようという思いが伝わりました。昨年より成長したと感じました。 

出だしから息を呑むような世界観に魅了され、自然と涙が溢れてきました。皆さんの想いがこもった最高

のパフォーマンスでした。感動をありがとう！！ 

合唱発表会 保護者の皆様の感想

 

１年１組 課題曲「明日を信じて」 

   自由曲「旅立ちの時～Asian Dream Song～」 

１年 2 組 課題曲「明日を信じて」 

    自由曲「大切なもの」 

２年１組 課題曲「生命が羽ばたくとき」 

自由曲「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～」 

２年２組 課題曲「生命が羽ばたくとき」 

  自由曲「生きている証」 


